
 

 

 

 

 

≪学校教育目標≫  心豊かに 自分らしく生き抜く 子どもの育成  

http://www.ed.city.odawara.kanagawa.jp/kids/shougaku/houtoku/index.htm   

 

 

 長い夏休みが終わり、子どもたちの元気な声が学校に

戻ってきて 1 か月が過ぎました。ご家庭や地域の方たち

の温かい見守りありがとうございました。 

「地球沸騰化」と言われるような酷暑のため、学校が

始まってからの残暑もたいへん厳しいものでした。天気

がよくても、外や体育館で運動することができない日が

続き、子どもたちは教室の中で静かに過ごすことが多く

なっていました。「暑さ寒さも彼岸まで…」と言います

が、ようやく朝晩が涼しくなり、日中の暑さに気を付け

ながらも、外遊びができるようになりました。 

近年、気候変動や大きな災害など、私たち人間を取り巻く環境が厳しくなる中で、子ど

もたちがこれからの未来を力強く生き抜くためには、だれかの指示を受けてから行動する

のではなく、自ら情報をキャッチし、よりよい判断をする力を身につけていくことの大切

さを感じています。９月からは、学校生活の中の小さな取組として、休み時間前に必ず校

内放送で伝えていた熱中症予防のための運動制限の判断を、グラウンドでの旗の掲示に変

更しました。「今日は外で遊べるかな…」「この暑さでは無理だよ」と、自分の目で旗の

色（赤・黄色・青）を確認し、肌で感じる気温や湿度からどのような行動をすべきかを考

える。そのような機会を作りました。 

 

                                                                

 

 

 

 

 

 

 

まもなく前期が終了します。秋は運動会など大きな行事も待っています。運動会を楽し

みにしている子がいる一方、少し不安を感じている場合もあるかもしれません。毎日の学

校生活の中で、子どもたち一人ひとりの様子にアンテナを張り、それぞれの子どもたちに

つけるべき力はどのようなものなのかをしっかりと捉えながら、気持ちも新たに教職員一

丸となって、教育活動を進めていきたいと思います。 

令和６年度 第４号 

小田原市立報徳小学校 

校 長 瀬戸 由里子 

学校ＨＰ 二次元コード 



エアコンが設置されました！ 

夏季休業の期間を使って、図工室と家庭科室のエアコン設置

工事が行われました。この二つの特別教室へのエアコン設置

は、報徳小学校の長年の願いでもありました。 

児童の授業はもちろんですが、地域の皆様との会議や、PTA、

ボランティアの方々、放課後子ども教室など、たくさんの人が

活用している教室の環境が改善され、学校としてもたいへんう

れしく思っています。 

工事期間中は、報徳ランドや駐車場利用等で多くの皆様にご

不便をおかけしました。ご協力どうもありがとうございまし

た。 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ニジマスのつかみ取り in 報徳ランド 
7 月 25 日（木）に PTA 夏休み特別企画「ニジマスのつかみ取り in 報徳ランド」が行

われました。朝早くから PTA役員さん、スクールボランティアさん、親父会の方々が子

どもたちのために、熱中症対策も含め念入りに準備をしてくださいました。 

この行事に向けては、安全に子どもたちが楽しめるよう７月 18 日（木）に親父会の

皆さんが、事前の大掃除もしてくださいました。 

当日は、報徳ランドに子どもたちの歓声や笑顔があふれていました。運営に携わって

くださった方々、本当にありがとうございました。 

         

運動会について 

 10月 26日（土）午前に運動会を実施します。今年度は地域の方の来校に制限はありま

せんが、グラウンド設計上、観覧につきましては来賓席や敬老席等のご用意はございませ

ん。コロナ禍以前に比べると、観覧方法などご不便をおかけしますが、何卒ご理解ご協力

のほどお願いいたします。 

編集後記：本校では、年 2 回行っている全校児童による授業評価・学校生活アンケートがあります。7 月に行ったアンケート

結果の中で、うれしいことがありました。それは、昨年 2 月まで肯定的評価が徐々に低くなっていた「地域の方や、友だ

ち、先生にあいさつしている」の項目のポイントが、今回初めてプラスに転じたことです。確かに、私自身も校内では少し

ずつですが、自分からあいさつをする子どもが増えていることを感じていました。あいさつは、人と人とがつながるはじめ

の一歩… これからもすべての土台となる「人と関わる力」を、大切に、大切に育んでいきたいと思っています。 


